









「知らなかった」ではすまされない法違反   
～在中活動における法律家の役割～  
稲田堅太郎（法固坂法律事務所弁護士）  
2004年4月16日 日中友好経済懇話会例会講演  
はじめに   
弁護士の稲田堅太郎です。懇話会例会に私の話を聞いていただくという設定をしていた  



































































































必要があるのではないかと思っています。   
さらにもうひとつ。中国では「法というのは守るものではなく利用するもの」と意識さ  


































在中活動における法律家の役割   
そういうことをふまえながら、私たちが法律家として中国で何をできているのかという  
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－92－   
うような問題を「格式条項」の問題といいますが、要は契約の一方の当事者が自分のほう  
で印刷したものを用意して、「これは決まりきったものだ」ということで言ってきた際の問  
































するかというのは、契約書をつくるうえで大きな一つの未然の争いを防ぐ力になるのです。   
最近、私が相談を受けている件で、こんなものがあります。これは中国国内の問題なの  








































































－95－   
として厄介な手続きになるという問題があります。  






































（文責 大西広）  
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